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主論文 

Dexamethasone added to levobupivacaine prolongs the duration of interscalene brachial plexus 

block and decreases rebound pain after arthroscopic rotator cuff repair. 

 

鏡視下腱板修復術の斜角筋間腕神経叢ブロックにおいて、レボブピバカインにデキサメ

サゾンを加えると鎮痛時間が延長するのみならず、術後リバウンドペインが減少する。 

 

 Shuzo Morita, Naomi Oizumi, Naoki Suenaga, Chika Yoshioka, Shintaro Yamane,  

Yasuhito Tanaka. 

Journal of Shoulder and Elbow Surgery 2020 Sep;29(9):1751-1757 



論文審査の要旨 

 

斜角筋間神経叢ブロックでのステロイド追加の鎮痛持続効果は報告されているが、ブ

ロック効果消失後の疼痛増強（リバウンドペイン）に関する研究はない。本研究では、

鏡視下腱板修復術 54 例を対象に、斜角筋間神経叢ブロックにおいて、0.25%レボブピバ

カイン 20ml 投与の L 群と、0.25%レボブピバカイン 20ml にデキサメサゾン 3.3mg を追

加した LD 群で術後の鎮痛効果と合併症について検討した。結果、術当日と術 1 日目の

VAS 値は LD 群で有意に低かった。また、初回鎮痛薬使用まで時間は LD 群で有意に長

く、追加鎮痛薬使用回数は LD 群で有意に少なかった。斜角筋間神経叢ブロックに伴う

合併症は認めなかった。鏡視下腱板修復術において、レボブピバカインにデキサメサゾ

ンを加えると、斜角筋間神経叢ブロックの鎮痛時間が延長するのみならず、ブロック効

果消失後のリバウンドペインが軽減すると結論している。 

公聴会では、群の振分け方法、鎮痛薬の追加投与基準、ステロイド使用時の注意点、

エピネフリンの作用持続延長効果との差異、リバウンドペイン改善効果のメカニズム、

神経ブロック施行のタイミング、リハビリ開始時期や肩関節可動域などのアウトカムへ

の影響などの質問に対して、適切な質疑応答がなされていた。臨床的に非常に重要な知

見であり、本領域の発展に寄与する研究であり、医学博士の学位に値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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